








●多機能リモコンシステムの開発
●多目的データ収集システムの開発
●二足歩行ロボットの転倒時負担軽減に関する研究

松尾研究室
●Y字型血管分岐モデルを用いた流れの研究
●円筒物体の把握における手掌の温度変化
●環境温度の変化が身体に及ぼす影響
●姿勢による血圧および中大脳動脈血流の変化
●長時間仰臥位が下肢循環に及ぼす影響
●脳動脈瘤のモデルを用いた流れの研究
●筆算ストレス負荷時の生体反応

松田研究室
●握りによる感情表現に関する研究
●指点字による感情表現方法の教示に関する研究
●指点字の打点動作特性に関する研究－センサの固定方

法による特徴分析－

山本研究室
●障害者用自転車の開発
●パワーアシストスーツの開発　―足底センサの開発―
●パワーアシストスーツの開発　―ハンドユニット機構の

開発―
●パワーアシストスーツの開発　―筋電位センサの開発―
●パワーアシストスーツの開発　―肩構造の開発―
●パワーアシストスーツの開発　―腕ユニットの開発―
●傾斜地・平地で利用できる自走式草刈機の開発

吉留研究室
●AR技術を用いた赤外線リモコン操作機器制御システム

の開発
●FFTを用いた録音データの音程解析
●Haar-like特徴分析による顔認識
●あいまいな指示による音楽再生制御
●ウェーブレットを用いた録音データのリズム解析
●換装可能な手先効果器の通信システムに関する研究
●赤外線距離センサとカラーカメラによる人体頭部の認識

に関する研究

吉野研究室
●LEGO MINDSTORMSを用いたLEGOブロック分別ロ

ボットの開発
●重心計測器を用いたロボット操縦のためのフットコント

ローラの開発
●体操指導ロボットにおける動作評価システムの開発
●電子基板スルーホール検査システムの自動化装置の開発

吉満研究室
●エアバッグ防護機器の開発
●自走式車いす衝突防止機構の開発
●水圧式浴槽昇降機の開発
●レスキュー用パワーアシストスーツの開発

渡邉研究室
●クラッシクCDならびにオルゴール聴取時の生理応答の

比較
●異なる測定法による体脂肪率の比較および姿勢変換前

後の体脂肪率の経時変化
●小学柔道選手とその指導者、保護者を対象としたアンチ・

ドーピングに関する意識調査
●足関節へのテーピング施術が関節可動域ならびに動的

パフォーマンスにおよぼす影響
●中学柔道選手に対するドーピング防止教育の重要性
●筆記用具の持ち方に関する人間工学的分類の試み
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応用バイオ科学科
Applied Bioscience

研究室と卒業研究テーマ
飯田研究室
●siRNAを用いたB16メラノーマ細胞におけるチロシ

ナーゼ遺伝子の発現抑制
●アセチル化カテキンの合成とB16メラノーマ細胞におけ

るメラニン産生抑制効果の評価
●過冷却ストレスによるタバコ培養細胞（BY-2)のアポトー

シス誘導
●磁気ビーズを用いた新規セクレターゼ阻害剤のスクリー

ニング法の開発
●持続性を有するウレアーゼ阻害剤のハイスループットス

クリーニング法の開発とその応用
●ヒト皮膚繊維芽細胞を用いた生薬中のヒアルロン酸産生

促進素材のスクリーニング
●複合固定化酵素カラムを用いた新規ヒアルロン酸分析

法の開発

市村研究室
●温度スイング法への適用を目指した外部ファウリング膜

の洗浄条件の検討
●精密ろ過膜の細孔閉塞に対する静電的相互作用の影響
●相模湾海水のMF処理とRO膜のファウリング抑制効果
●電子線グラフト重合法による温度応答性膜の作製
●膜透過によるO/Wエマルションの解乳化
●海水のMF処理におけるろ過機構の解析

岡部研究室
●ゲル状食品のレオロジーと官能試験
●ゲル状食品類の粘弾性と力学モデル
●高重合度ポリビニルアルコールの合成とゲル化
●食物繊維の大きさと形状の制御
●高い抗菌活性を有するポリマーの開発
●タンパク質凝集反応を抑制する食品成分の探索
●パン類の官能試験とレオロジー
●ブレンドフィルムの生分解
●ポリ乳酸の土壌分解にともなう分子量変化

菊地研究室
●LASのオオミジンコへの発生毒性ーコイとの比較ー
●ヒラメの温度耐性に関する研究
●河川の水質（pH）変動が付着ケイ藻の種組成に及ぼす影響
●錯体生成による亜鉛毒性の変化とその要因
●殺虫剤暴露が引き起こす甲殻類の異常行動と魚による

捕食の危険性
●非イオン化合物の分離に適した非多孔質シリコーン中空

糸膜モジュールの構造
●補強したシリコーン膜による土壌汚染物質の分離
●利根川上流水域で見いだされた底生生物相の変化と水

質の酸性化

清瀬研究室
●3T3-L1前駆脂肪細胞系における分化誘導とビタミンE

の取り込みについて
●HepG2細胞系におけるグルコーストランスポーター２

のmRNA発現に対するビタミンE同族体の影響
●コリン欠乏によるラット脂肪肝に対するビタミンE同族体

の影響
●各種山菜抽出物における脂質代謝への影響
●高脂肪食負荷ラットの肝臓に対するビタミンE同族体の

影響
●高脂肪食負荷ラットの脂肪組織に対するビタミンE同族

体の影響
●高食塩食負荷ラットの尿中ナトリウム排泄に対するγ-トコ

フェロール並びにγ-トコトリエノールの効果の比較検討
●生体試料中のビタミンE主要代謝物, カルボキシエチル

ヒドロキシクロマン体の定量法の確立

栗原研究室
●HPLC法によるムチンの糖組成分析
●ウナギ体表粘液物質に対するモノクローナル抗体，

ESM1838H10の作製と評価
●ウナギ体表粘液物質に対するモノクローナル抗体，

ESM2423G7の作製と評価
●ウナギ体表粘液物質に対するモノクローナル抗体の作製

と評価
●ウナギ体表粘液由来糖鎖の調製法
●ヒト唾液の生化学的性状
●ヒト唾液ムチンの調製とモノクローナル抗体の作製
●ラット大腸ムチンに対する新規モノクローナル抗体，

RCM2135E2とRCM3601E2の性状検討

　「バイオファミリー」一期生の皆さん、卒業の時を迎えました。おめでとうございます。
これまでよく頑張りました。皆さんは、新設の応用バイオ科学部・応用バイオ科学科の
一期生として平成18年4月に入学し、4年間学業に専念するとともに、人間力を磨いて
きました。新しい学科であるが故に我々教員一同、新学科における教育に試行錯誤
を繰り返しながらも、下記を「教育理念」に掲げ、情熱をそそいで取り組んできました。
　（1）全人教育（人間性豊かな人材育成教育）、（2）実学重視（実社会で即戦力
となるような職業人育成教育）、（3）国際性の涵養（国際社会に対応可能な人材
育成教育）、（4）地域社会との連携、（5）チャレンジ精神
　学生諸君によっては1ヶ月間，あるいは6ヶ月間、米国ワシントン州シアトルの地でホー
ムステイし外国文化に触れながら、サウス・シアトル・コミュニティー・カレッジ（SSCC）
で海外バイオ研修に打ち込み国際性を養ってきました。また、多くの学生諸君は、「バ
イオ技術者認定資格中級・上級」にチャレンジしてこれを取得し、更に「食品衛生管
理者」及び「食品衛生監視員」の資格（任用資格）を取得しました。実験科目では、

バイオ基礎実験を手始めとして、バイオ実験I・II・III・IV、機器分析実験I・II、自主テー
マ実験を履修し自ら問題を解決する能力を養い、プレゼンテーション技法を身に付け、
最後の関門である「卒業研究」へと発展させ、今日を迎えました。
　学生諸君が1年間打ち込んできた卒業研究のように、「チャレンジして成し遂げ
た」という達成感と経験は非常に貴重であり、これから皆さんが実社会で活躍
していくための重要な財産の1つとなっています。陸上の障害物走では、「ハー
ドル」を飛び越えない限り競技は進みません。チャレンジしなければ、いつもその場で
ストップです。一期生の皆さん、これまで培ってきた、「生命科学力」＋「化学力」＋
「英語力」＋「人間力」を旅の衣とし、社会へ元気に飛び出して下さい。
　保護者の皆様、入学時と比べて一段とたくましく成長したご子息ご令嬢をご覧下さ
い。これまでの4年間、学生諸君を支えて下さり誠にありがとうございました。応用バイ
オ科学科を代表して、厚く御礼申し上げます。

巣立ち行く『バイオファミリー』一期生へ
～旅の衣をととのえよ～

卒業生へのメッセージ

応用バイオ科学科　学科長
教授
岡部 勝
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●ラット大腸ムチンに対する新規モノクローナル抗体，
RCM3601E2の性状検討

笹本研究室
●イミダゾリウム塩化物系イオン性液体の合成と二三の性質
●グルコース－空気バイオ燃料電池における電極作製と性

能評価
●クロム，ニッケル，および銅イオンのドロマイト表面への吸着
●直接型ギ酸燃料電池の作製と評価

澤井研究室
●ナノ焼成ホタテ貝殻粒子の細菌芽胞に対する殺菌特性
●遠赤外線照射の真菌に対する殺菌効果の定量的評価
●化学ストレス誘導によるアポトーシスに対する遠赤外線

の影響
●活性汚泥中の各種菌類に対する焼成ホタテ貝殻粉末処

理の影響
●細菌のVNC化に及ぼす食品添加物および殺菌剤の影響
●酸化亜鉛ナノ粒子の調製および黄色ブドウ球菌に対する

抗菌特性
●糖類添加による焼成ホタテ貝殻粉末スラリーのスケール

生成の抑制および抗菌活性への影響

清水研究室
●ヒドロキシプロピルセルロースの物理架橋による微粒子化
●ポリエチレングリコールで覆われたポリフェノール粒子の

作製
●水分散性に優れた亜鉛含有粒子の作製
●水分散性ポリグルタミン酸粒子の作製

野田研究室
●抗腫瘍活性を有するナフチリジノマイシンの合成研究
●二環性含窒素へテロ環の合成研究

松本研究室
●Arthrobacter crystallopoietes KAIT-B-007由来ヒ

スタミンオキシダーゼの大量発現
●L-シトルリンオキシダーゼの探索
●Microbacterium sp. KAIT-B-153-2b株が産生する

L-カルニチンオキシダーゼ
●Penicillium sp. KAIT-M-117が産生するGABAオキ

シダーゼの培養条件の検討
●オルニチンデカルボキシラーゼの探索
●グリシンオキシダーゼ産生菌の探索
●ジメチルアミンデヒドロゲナーゼの探索（Ⅳ）
●新奇なL-グルタミンオキシダーゼの探索
●γ-アミノ酪酸オキシダーゼを用いた食品中のγ-アミノ酪

酸測定

山下研究室
●ＬＤＶによる気泡塔の液流速・乱れの測定
●ＶＯＣのオゾン分解
●インジコカルミンの紫外線及び超音波による分解
●角型気泡塔のガスホールドアップに対するガスの種類の

影響
●気泡塔の気泡径に対するガスの種類の影響
●内径8ｃｍの気泡塔のガスホールドアップに対するガスの

種類の影響
●排ガス処理用オイルスクラバーの開発
●有機化合物の紫外線分解と超音波分解
●ローダミンＢの紫外線分解と超音波分解に対する液粘度

の影響

山村研究室
●Arthrobacter sp. KAIT-B-420が産生するプトレッシ

ンオキシダーゼ遺伝子のクローニング
●L-カルノシン合成酵素の探索
●カルノシン酸合成のためのローズマリーカルスの誘導
●コルチゾール酸化還元酵素の探索
●ファージディスプレイ法による鉄結合ペプチドの探索（Ⅱ）
●フルクトースデヒドロゲナーゼとラッカーゼを用いたバイ

オ電池の開発
●耐熱性ヒスタミンオキシダーゼの耐熱機構の解明
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情報工学専攻／情報工学科
Information and Computer Sciences

修士論文
石井研究室
●頸髄損傷者向けソフトウェアキーボードの開発
●視覚障害者向け歩行ナビゲーションシステムの開発
●磁気式3次元位置測定装置を使ったロボットの頭と腕の

動作生成の研究

石坂研究室
●都市交通流におけるフェロモンコミュニケーションを用

いた渋滞予測

井上研究室
●没入型ディスプレイにおける視覚誘導運動への前景画像

の影響

上平研究室
●動画シーンの高速検索法の研究
●身体の運動特性を利用した仮想対象の視知覚位置予測

技術

臼杵研究室
●複数台無人搬送車による環境適応型搬送計画に関する

研究

小島研究室
●漫画におけるディジタルアーカイブの構築

塩川研究室
●クラスタリングを用いた周期同報通信型VANETにおけ

るネットワーク状態を考慮したクラスタ分割・統合方式
●アドホックネットワーク統合時の効率的なアドレス重複検

出方式の提案
●アドホックネットワークにおけるネットワーク負荷変動に

適応したTCP輻輳ウィンドウ変更方式

辻研究室
●TVインペインティング法のパラメータ調節に基づく混合

雑音除去

西村広光研究室
●卓上光源環境変化に強いマーカ認識技術の研究
●操作履歴カタログを利用したディレクトリビューアの提案

納富研究室
●自己組織化マップを用いた打鍵リズムによるバイオメトリ

クス認証ートーラス型SOMの応用による精度向上手法
の検討ー

服部元史研究室
●DCCシステムへ物理シミュレーション機能等を拡張する

ツール開発
●ゲームデザインにおける企画工程の重要性とその学習

法の提案
●マスタリングにおける音圧調整自動化の検討

速水研究室
●商品情報の一元管理によるネットショッピング支援システ

ムの提案
●ノンプログラミングによるWebアプリケーション開発支

援システムの提案
●ブックマーク自動分類システムの構築と評価

松田研究室
●部品エージェントが主導する組立作業の自律プランニン

グシステム

松本研究室
●N-gramを利用する文体分析の研究
●発想支援機能を持つパスファインダーシステムの研究

山本研究室
●Web上の地図サービスを利用したデマンドバスの運行

方式とその性能評価
●各種電子書籍フォーマットに対応しメタデータ入力補助

機能を持つ書籍管理システム
●ICカードのID情報を利用したユーザ登録情報共有による

個人情報自動入力ソフトの開発

凌研究室
●地図情報配信技術を用いた地域危険情報サービスシス

テムの提案

研究室と卒業研究テーマ
相浦研究室
●Artisocを用いた路上荷捌き施設の在り方に関する基本

的研究
●DVDレンタル店における商品レイアウト作成支援ツール

の開発
●HOVレーンが一般交通流に与える影響に関する基本的

研究
●Processingを用いた交通流シミュレーションビューア

の開発
●バス停留所におけるきりかきの設置基準に関する基本的

研究～仮想ネットワークを対象として～

●マルチデポ型相乗りカーシェアリングの運用方式に関す
る基本的研究

●交通流シミュレータにおける交差点付近の車両処理アル
ゴリズムの提案とその評価

●交通流への影響を考慮した緊急自動車待機場所の選定
方法に関する基本的研究

五百蔵研究室
●Wiiリモコンをセンサとして利用したイベント駆動プロセ

ス方式の提案
●テンプレートマッチングによる麻雀牌の画像処理に適し

た画像切り出し法の研究
●協力学習を利用したE-ラーニングの提案と評価
●作業占有時間を用いたクラスター分析によるファイル自

動分類技法の検討
●生起確率を考慮した最短ツリー経路探索の研究　～ポ

ケットモンスターを例に～
●波形の特徴に着目した音の長さ情報の抽出

木村研究室
●INDEXサーバシステムを用いたレシピ管理システムの

開発
●Webカメラを用いた複数ボールの軌跡作画

　卒業おめでとう。大学卒業は、子供の時代を終え、一人前の大人として自立してい
く、実社会への船出です。諸君が乗り出していく社会は今、自営業は減り、正規雇用
は減り、出生率は低下し、失業率は高まり、所得格差は増し、景気は低迷し、といった
難しい状況にあります。そうした中、自らの力で人生を切り拓いていくことになります。世
の中に気楽な稼業はありません。いつも難題が立ちはだかっているものと覚悟し、挑戦
し、解決していって下さい。情報の世界は特に技術の進歩が早いので、大学で学ん
だ知識はすぐに古くなります。役に立つのは、大学で身につけた、新知識を学ぶことは
怖くないという気持です。誠意、創意、熱意をもって生き、活躍して下さい。諸君の人
生にとってプラスであるだけでなく、本学の名も揚がります。沢山の卒業生が活躍し、

あの大学の卒業生ですかと羨まれるくらいに大学の名が揚がれば、それは諸君にとっ
ても幸せです。人生は一度しかありません。あせらず競わず、そこそこの生き方をする
というのも一つの人生ですが、頑張って名を挙げるというのこそ、お勧めの良い人生で
す。
　もうひとつ、お願いです。ぜひ、頻繁に母校を訪れてください。うまくいっているときは
自慢話をしに、失意のときは励ましを求め、顔を出してください。教職員一同、諸君がど
のように過ごしているか、気に掛けています。また、実社会の問題を聞かせていただけ
れば、カリキュラム、授業に反映してより良い大学にしていくことができます。

活躍を祈る
卒業生へのメッセージ

情報工学科　学科長
教授
小平 邦夫
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●改良型ウィナーフィルタの提案
●カラー映像拡大法のFPGAへの実装
●短距離無線電波を用いた画像の送受信システムの開発
●ファジー推論を用いた雑音重畳画像からのエッジ抽出法

小平・鈴木研究室
●mixi アプリを利用した交友関係拡大支援アプリケーショ

ンの試作
●mixi におけるコミュニティ検索システムの試作
●wiki用WYSIWYG化編集インターフェースの試作
●拡張TVフィルタによるガウス性雑音除去に関する検討
●携帯電話を利用した就職活動支援スケジュール管理アプ

リケーションの試作
●欠損領域及びその周辺画素のみを用いたTVインペイン

ティングの高速化に関する検討
●自作パソコン用パーツ選定支援ソフトウェアの改良
●シチュエーションに合わせた 音楽分類システムの試作
●複数経路によるブラックホール攻撃回避ルーティングの

検討
●送信ノードの負荷を考慮したアドホックネットワークルー

ティングの検討

鷹野研究室
●デジタル地図上での表示機能を備えた鎌倉の神社を対

象とした特徴単語抽出ソフトウェアの設計・開発
●デジタル地図上の文書データを検索コンテキスト情報と

して用いたモバイル情報獲得システムについての評価
実験

田中研究室
●3軸加速度センサを用いた動作認識における認識率向

上の検討
●3軸加速度センサを用いた描画文字再現の検討
●アクティブ型RFIDタグを用いた群衆の嗜好に応じた広

告情報提示システムの検討
●アクティブタグを用いたPCの電源管理システムの構築
●地上網と衛星回線を用いた情報収集・共有システムの提

案と基本実験
●超音波センサを使用した屋内位置特定方式の研究　－

送受分離の実現と測位実験－
●超音波センサを使用した屋内位置特定方式の研究　－

プログラムの開発と測位誤差評価－

●携帯電話を用いた講義支援用ARSの開発と動作検証・
評価

田畑・佐賀研究室
●ASP.NETを用いたアルバイトシフト管理支援システム
●PHPとMySQLによる団体の予定管理・依頼システム
●XMLによるサッカー選手情報管理システムの研究
●XMLを用いたボランティアサークル活動管理システム
●XMLを用いた教科書譲渡システム
●代案機能を特徴とするネットショップシステム
●文書データの単語間におけるアソシエーションルール抽

出の検証
●漫画イラストの描画法検索システム
●ゲームソフトにおけるヒット商品の購入要因分析
●ネットワーク分析を用いたゲームソフトの購入要因分析

陳研究室
●FEM方式による文書検索システムの評価実験
●GPSとGoogleMapsを用いた学内マップの表示
●リアルタイム畳み込み画像処理回路の実装

辻研究室
●HOG特徴量を用いた人物検出手法の精度向上に関する

検討
●TVインペインティングにおける雑音分散推定に関する

検討
●TVインペインティングの高速化に関する検討
●TVインペインティングの反復停止条件の検討
●フライトシミュレータを用いたバーチャルキャンパスツ

アーの実現
●携帯電話を使用したダーツの癖判別ツールの作成
●大気の2色性散乱モデルを用いた非一様な霧の除去に

関する検討
●貼り絵風画像の生成に関する検討

徳増研究室
●3-bit情報に基づく移動物体追跡ロボットの検討
●Colorizationによる色復元アプリケーションの検討
●Cutting & Packing問題と徳増研究室の取り組み―

Nesting CAD Systemの開発（1）
●ステレオマッチングの高速化とそのロボット制御への応用
●定形型Nestingのための矩形ポリオミノパッキング手法

の開発―Nesting CAD Systemの開発（2）
●非線形拡散を用いた高性能インパルス検知手法の提案
●不定形型Nestingのための多角形アイテムのポリオミノ

表現―Nesting CAD Systemの開発（3）
●不定形型Nestingのための多角形ポリオミノパッキング

手法の開発―Nesting CAD Systemの開発（4）
●麻雀点数計算で用いる役判定アルゴリズムの検討

西尾研究室
●Amazon APIを用いた携帯用蔵書管理システムの試作
●Google Maps APIと地 磁 気 セン サ の 連 携 による

Androidアプリケーションの試作
●WebAPIを用いたYahoo!オークション専用ブラウザの

試作と評価
●Windows Explorer機能拡張型リネーム補助システム

の試作
●Windows環境におけるファイルプロパティの一括編集

機能 実現可能性の検討
●Windows初心者向けアニメーションヘルプのUWSCに

よる試作と方式の検討
●アマチュア小説執筆グループ向け批評共有システムの試作
●携帯端末によるクライアント・サーバ型行き先管理シス

テムの試作
●携帯電話による家計簿簡易入力方式の検討と試作
●受講者の反応取得を目的とした双方向型コミュニケー

ションシステムの検討
●小規模店舗における在庫・陳列管理システムの検討
●文章校正支援ツールの改良と評価
●文章編集効率向上を目的とするコピー＆ペースト支援機

能の検討と試作

納富研究室
●Androidアプリケーションの開発工程分析と効率化の提案
●USBメモリを用いた仮想化環境のセキュリティを考慮し

た利用方法の評価と検討
●Webアクセシビリティの分析と評価　-RIAにおけるボタ

ンのデザインと配置-
●可読性を考慮した横スクロール表示インタフェースの検討
●自己組織化マップを用いたテンキーによるキーストロー

ク認証
●ポインティングデバイス操作による個人認証の基礎的検

討－自己組織化マップによる分析と評価－
●音声認証における自己組織化マップの学習条件による認

証精度比較
●形態素解析を用いた表現スタイルによる文章分類
●高可用性システムに関する基礎的検討
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●対面授業におけるリアルタイムアンケートシステムの実
装と評価

野木研究室
●LAN環境でのモバイルエージェントによる負荷分散シス

テムの試作と評価
●キーボードによるカーソル操作の提案と評価
●コンピュータ麻雀の対戦アルゴリズムの改良と評価
●自然言語処理による類義語を用いた文章作成補助シス

テムの提案
●全文検索システムを用いた卒業論文要旨集の研究分野

別分類の提案
●操作数が少ない自動ログインソフトの開発
●打ち手に合わせて強さを自動調整するリバーシプログラ

ムの提案
●地図検索技術を用いた店舗情報一覧表示システムの提案

松田・須藤研究室
●RSSを利用したユーザ嗜好に合う新情報取得の効率化
●遺伝的アルゴリズムを用いた量販店における棚割り提案

プログラム
●外来種繁殖予測のための綿毛植物生育環境シミュレータ
●看護師の不満解消を目的とした勤務スケジューリング支

援システム
●技法と流れの好みを考慮したマジックの作成支援システム
●状況に応じたヒント文章を追加できる推理パズル作成・

解答システム
●聴覚障がい者のための感情表現付き字幕作成
●風景描写文に基づいたイラスト描画プログラム
●無線センサーデバイスを用いたマルチエージェントによ

る自律型組立シミュレーションシステムの構成
●野球観戦チケット購入のための登板データを利用した先

発投手予測
●話題の変化に柔軟に対応可能な知的会話システムの開発
●ファッションスタイリストの感性を学習可能な嗜好に配慮

するコーディネート提案システム

松本研究室
●Dublin Coreに準拠したメタデータの格納方式に関する

研究
●RDBMSによるXMLデータ処理方式とその効率に関す

る研究
●XMLデータを用いたJavaScriptによる検索システムの

研究
●曖昧さを考慮した入力補完検索システムの研究
●拡張現実感（AR）を用いた作品情報提示システム
●決定木を用いた筆者推定に関する研究
●構造化データと半構造化データが共存するデータベー

スに関する研究
●双方向性を持つ情報検索システムの研究
●データベースシステムにおけるセキュリティに関する研究
●データベーススキーマ変更への対応手法の研究
●ヒントの提示に基づくデータマイニングシステム
●文章の特徴抽出による著者同定に関する研究

山本・宮崎研究室
●Adobe AIRを利用したコンピュータの操作支援を目的

とする画面共有システムの試作
●Google Mapsを用いた交通事故多発交差点情報表示

システムの提案・試作
●Google Maps上で道路の傾斜を考慮したルートを設定

する機能の開発
●Google Static Maps API等を用いた避難補助を目的

とした地図画像の作成
●iモード携帯用アプリ開発ツールstarを使った就職活動

支援ソフトの開発
●OpenCVを用いたウォークスルー対応入退室記録シス

テムの作成
●WordPressプラグインによるWEBデザイン変更システム
●オープンソースを利用した顔認証セキュリティの追求
●拡張現実におけるパズル式マーカーの提案～部屋のレ

イアウト支援ツール～
●蔵書管理システムにおける表紙画像の登録・検索機能の

開発
●Google Mapsを用いた天気予報Webシステムの構築
●ICカードを利用した個人情報自動入力ソフトにおける

データ暗号化とその評価

井上研究室
●CAVEにおけるWiiRemoteを 利 用した 入 力 インタ

フェースの検討

尾崎研究室
●米国金融工学及び米国政治からみるサブプライムローン

問題

三浦研究室
●アニメによる地域社会への影響 -聖地巡礼から交流観光

へ-
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情報ネットワーク工学科
Network Engineering

研究室と卒業研究テーマ
石坂研究室
●CNSにおけるスケジュール機能の拡張
●P2Pライブストリーミングにおける動的ピア選択法
●ディレクトリ情報のデータベース化によるファイル検索の

高速化
●株価テクニカル分析へのニューラルネットワークの適用
●形態素解析による自動分類機能を有するCNS-WEB

メールシステム
●分散情報共有システムInfoshareの管理機能の統合化

井家研究室
●PureP2Pネットワークにおける出線数情報を用いたフ

ラッディング負荷削減手法
●Temporal-replication-basedアプローチによるモバ

イル・エージェントの耐障害性に関する研究
●ソーシャル・ブックマーク（SBM）におけるスケールフリー

性の検証
●ニューラルネットワークモデルを用いたTCPの輻輳制御
●無線ネットワークにおけるTFRCの公平性に関する研究

井上研究室
●仮想モデルルームを用いた配色が部屋の印象に与える

影響について

●サッカーPK場面の臨場感体験システム～臨場感向上の
要因検討～

●ドライビングシミュレータの操作性への視野角の影響
●仮想ハンドモデルの操作性の検討
●仮想空間における酔いへのコントローラが及ぼす影響
●仮想空間における浮遊感の検証
●仮想空間のウォークスルー速度への背景画像の影響
●視覚誘導運動を利用した揺れ表現の検討
●CAVEを用いた火災避難訓練シミュレータの制作

岩田研究室
●ショートカットキー入力における学習支援ソフトウエアの

検討
●ナビゲーションシステムによる操作支援に関する研究
●ペンタブレット利用による鍵盤操作のユーザビリティに関

する研究
●ユーザー目的達成のための完成図起点ヘルプシステム

に関する研究
●色置換フィルタによる色覚特性補助に関する研究

上平研究室
●バーチャルリアリティを用いたドライビングシミュレータ

による運転者心理の研究
●光透かしの不可視性に関する研究
●最大輝度位置情報を利用した動画検索技術の検討
●撮像画像における明るさの歪度を用いた材質認識

●指関節間距離を特徴量とする個人認証法の検討
●視覚的知覚位置の推定により精密作業を可能とするバイ

ラテラル遠隔操作システムの実装と評価
●次世代カーナビゲーションシステムにおける仮想道路標

識の奥行き知覚～奥行きに応じた模擬サイズ変更による
確度・精度の向上～

●次世代カーナビゲーションシステムにおける仮想道路標
識の奥行き知覚-走行後停車時における検討－

●全領域一括直交変換による光透かし情報埋め込み法の
検討

●双方向遠隔操作のための予測視覚フィードバック生成

臼杵研究室
●GPS計測値の道路上位置補正と人の移動先判定に関す

る検討
●MIDIキーボードを用いた2つの練習曲と演奏上達要素

の検討
●MIDIキーボード演奏曲における自動評価法の検討
●MIDI鍵盤演奏における画像処理を用いた和音の指使い

認識法の検討
●遺伝的アルゴリズムによるGTを用いたレイアウト法の検討
●交渉モデルを導入した分散協調型プリンタについての検討
●輻輳回避のための回帰予測を用いた動的経路制御手法

の検討

　卒業おめでとうございます。皆さんは今、人生の船出に際し、希望に大きく胸を膨ら
ませていることでしょう。そんな皆さんに3つの言葉を贈りたいと思います。
　第1は、「志を高くもって下さい」です。学校生活中心のこれまでの人生では、せい
ぜい3年程度の短いタイムスパンで努力に対する成果が求められてきました。しかし、
卒業後の長い人生においては、10年、20年といった長いスパンで目標を立てそれを追
い求めることができるのです。コツコツと努力を積み重ねていけば、長い年月の間に大
抵のことは実現できます。自分を信じて人生という長い時間にふさわしい高い目標を
掲げ、それを活力の源として生きていただきたいと思います。第2は「プロとしての自覚
をもって下さい」です。これからはプロの技術者として仕事をするのです。プロとはお
金をもらって仕事をする人のことです。仕事に対して責任を負わなければなりません。

学生の間は、よく「結果よりプロセスが大事」と教わったでしょう。しかし、プロは結果で
評価されるのです。甘えは許されません。しかし、ちゃんと結果を出していけば、プロと
しての誇りを持つことができます。一人前のプロになるには時間がかかります。しかし、
プロとしての自覚をもつのに時間はかかりません。
　ぜひ、今日からプロとしての自覚を持ってください。最後の言葉は「人の絆を大切に
してください」です。特に大学時代の友人は、いつまでたっても気安く何でも話し合え
る貴重な存在です。いつまでも大切にしてほしいものです。
　要は、「夢を抱き、仕事に生きがいと誇りをもち、仲間と共に豊かな人生を送って下さ
い」ということです。皆さんの幸せと活躍を期待しています。

夢を抱け！仕事に生きがいと誇りを！
そして、みなと楽しく生きよ！

卒業生へのメッセージ
情報ネットワーク・
コミュニケーション学科　学科長

教授
上平 員丈
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海野研究室
●セキュア性と利便性を兼ね備えたサーバシステムにおけ

るUnionfsの適用
●可読性と汎用性の向上を目指した組込みシステムにおけ

る物体認識と追従のモデル化と実装
●関数プログラミング学習支援システム
●組込みシステム開発におけるオブジェクト指向開発方法

論の適用
●返却催促機能を持つ書籍貸出状況管理システム

岡本研究室
●DLNA対応NASを標的にした攻撃とその対策
●P2Pネットワークを用いた脆弱性修正支援システムの開発
●Windows XPを標的としたシェルコードの検知
●シェルコード検知と解析を目的とした仮想マシンライブ

ラリの改良
●ハニーポットのための脆弱性モジュールの開発
●ハニーポットの可視化
●マルウェアの挙動分析

小暮研究室
●ワンタイムマウスジェスチャー認証方式の改良
●軽音楽部の活動を支援するシステムの構築
●卓球のスコア記録・分析ツールの作成
●通信状況監視ツールの開発
●携帯情報端末を用いる単語帳の作成
●「物理」学習用プログラム教材の作成

塩川研究室
●VANET環境における衝突回避を目的とした協調クラス

タリングの改善
●アドホックネットワークにおけるブラックリスト方式を用い

たブラックホール攻撃の検出
●ノードの移動速度を考慮したルートリクエスト送信制御方式
●ノードの重み付け特性を用いたモバイルゲートウェイ選

択方式
●モバイルアドホックネットワークにおけるセルフィッシュ

ノード検出アルゴリズムの検証
●指向性アンテナを導入したアドホックネットワークにおけ

るルーティングへの影響
●歩行者を考慮したプロファイル信号制御の検証

須賀研究室
●Wiiリモコンを用いた手書き文字認識システムの試作に

関する研究
●ビデオオンデマンドの将来性に関する検討
●画像からのタイヤの偏平率の計測に関する研究
●日本の一般世帯のインターネットの利用の現状および今

後に関する検討

鳥井研究室
●2送信1受信構成のSTBC-MIMOにおけるCSI推定に関

する研究
●DCTおよびDFTを用いた電子透かしのJPEG圧縮に対

する耐性の研究
●M-aryスペクトル拡散方式を用いた電子透かしに関する

研究
●UWB多元接続における拡散系列の最適な組み合わせに

関する研究
●スペクトラム拡散を用いた音楽用電子透かしのMP3圧

縮に対する耐性の検討
●スペクトル拡散を用いた電子透かしの階調数削減および

切り取り攻撃に対する耐性の研究
●音楽に対する電子透かしを利用した情報配信システムに

関する研究
●輝度値の変更を利用した静止画像への情報埋め込み方

式に関する研究
●電子透かしを用いた著作権情報自動検索システムに関す

る研究

中村研究室
●16QAM-OFDM通信システムにおける誤り訂正方式の

性能評価
●スペクトル拡散を用いた音楽用電子透かしの埋め込み法

に関する研究
●ランレングス符号化残差信号を用いた高能率音声符号

化方式
●レイリーフェージングシミュレータの試作と評価
●軟判定受信信号を用いたSN推定精度に関する研究
●分析合成方式による楽器音の高能率符号化方式に関す

る基礎検討
●無線パケット網に於ける適応的ARQ送信制御に関する

研究

西村研究室
●Java GUI 学習用e-Learningコンテンツに関する研究
●Javaを用いたネットワーク技術学習用e-Learningコン

テンツに関する研究
●ニューラルネットワークを利用した紙幣認識手法の研究
●活性度伝搬型意味ネットワークにおける連想方式の研究
●色特徴を利用した画像認識方法の研究
●水平分散システムへのJava RMI の適用に関する研究
●前向き推論へのオブジェクト指向適用研究
●分散制御システムの構築ツール開発に関する研究

凌研究室
●PHPを用いた登録・検索型アプリケーションの構築
●マスタスレーブ構成Web-DB型電子投票システムの提

案と試作
●下院選挙の選出モデル化と考察
●指紋認証装置を用いた電子投票システムの考察と提案
●症例から見る車椅子利用者別の状況に適したシステム支

援についての考察
●人工生命音楽創発システムのための歌唱機能拡張につ

いての考察
●地域危険情報サービスシステムにおける音声読み上げシ

ステムの試作
●地域危険情報サービスシステムのための情報登録用

Webサイトの構築

山本研究室
●子どもの携帯電話利用の環境と対策―その改善を妨げ

るバランス―
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情報メディア学科
Information Media

　皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　情報メディア学科の卒業生は早くも第3期生となりました。私ども教員も新しい分野
での教育に戸惑いながらも情熱をもって取り組みました。皆さんもそれに良く応えてくれ
たと思います。情報メディア学科で皆さんが大きく成長されたことは、就職、進学、そし
て卒業研究・制作の発表会を拝聴してよく分かりました。
　やればできたという成功体験は、今後、皆さんが活躍する上で重要な経験で
す。成功体験は更に成功を導きます。自信を持って下さい。
　しかし、うまく行ったという結果だけを記憶に留めるのでなく、その過程を振り返り反
省しておくことも重要です。学業・課外活動では常に順調に進んだわけではなく、紆
余曲折があったことと思います。その中には、必然的な問題もあったでしょうが、回避で
きたかもしれない失敗もあったことでしょう。これらも貴重な経験です。これらを忘れるこ
となく整理しておくことは更に発展する上で重要だと思います。
　社会での活躍はマラソンに例えられます。長期間に渡って努力し続けることが肝要

です。そのためには、長時間粘る気力、体力も重要になります。是非、自分のペース
で続けて下さい。
　とくにメディアや情報処理の分野は技術の進歩が速く、フォローアップし、更に前へ
行くのは並大抵ではありません。しかし、皆さんは本学でその基礎を学習し、卒業研
究で、自ら学び、研究・制作するという姿勢を身に着けたはずです。そういった姿
勢で臨めば、どんな分野に進もうとも、自ずと道は開けると思います。
　卒業と共に新しい環境へ進む分けですが、その環境は君たち自身が選んだ環境
だと思います。自分の選んだ環境を是非愛して下さい。自分の環境を愛せないと、
日々 楽しくないし、成果も出せないと思います。
　また、学業・課外活動などで得たネットワークを大切にして下さい。私生活ではもとよ
り、仕事の面でもきっと強い味方になってくれる時が来ます。
　保護者の皆様、本学の教育にご理解・協力頂きまして、誠にありがとうございます。
情報メディア学科を代表いたしましてお礼申し上げます。

巣立ちの時です、
大きな世界へ羽ばたいて下さい

卒業生へのメッセージ

情報メディア学科　学科長
教授
速水 治夫

研究室と卒業研究テーマ
春日研究室
●OpenGLで描く三面図からの立体像作成ツール
●�SD法を用いたWebデザインの為のフォント選択システム
●�webインターフェースとデータベースを連携させた類似

画像検索システム
●プログラミング学習のための入門システム
●レイヤー機能付き画像掲示板の制作
●地図と文字を用いた携帯電話用WEBシステム

黒川研究室
●HLSを利用した 色と音の心理効果の調和を図る研究
●�サラウンドピアノによる音響空間を奏でるための楽曲制作
●�ずれの視覚化によるGUIを用いたリズムの習得支援シス

テムの考案
●ピアニストの持つ“間”の視覚化と傾向分析
●�解析と印象の比較によるスネアドラムのヘッド選びの指

針の検討
●�視覚化によるオルタネイトピッキングリズム練習支援シ

ステムの提案
●物語法を用いたゲーム企画書作成法の提案

小島研究室
●カラー画像の類似判定に関する一試行
●ギター運指ソフトウェアの試作

●モーションキャプチャを用いた野球打撃動作の解析
●航空機騒音情報の視覚化に関する研究
●地域密着型デジタルアーカイブシステムの構築
●特徴点を用いた3次元位置推定
●漫画のディジタルアーカイブの構築

佐藤研究室
●�3Dビデオゲームにおける強調されたキャラクターアニ

メーションの動的生成手法
●�3Dモデルにおける重心計算によるリアルな転倒動作を

行わせるシミュレーション
●�iPhoneを利用したARキャラクターコンテンツの提案
●�Processingを用いた対話型フィルタ処理の研究
●�SURFを用いた自然画像中における任意形状マーカー

の認識
●�アナログ作画によるアニメ制作及びに演出としての配色

の利用
●画像処理フィルタの合成システムの作成
●ジェスチャーによる電子機器の制御と操作
●�ジャンルで考慮を入れたコマ割り自動生成システムの提案
●�手動インターフェイスによる3DCGアニメーション制作

の効率化
●漫画製作の補助ツール開発

鈴木研究室
●RFIDを使った2D対戦格闘ゲームの制作
●シチュエーションに合わせた情報伝達ツールの検討

●着座時の姿勢改善システムの研究

関研究室
●�RFIDによる移動時購読・視聴サービス購入システムの検討
●近赤外カメラによる夜間道路歩行不審者検出の検討
●�携帯電話写真による撮影位置同定のための地面高推定

の検討
●�競馬映像における騎手追跡のための騎手検出法改善の検討
●サッカー遠景ビデオにおける選手検出法の改善の検討
●住宅入室における認証のための顔同定の検討
●�赤外ステレオカメラにより夜間宅地周辺不審者検出の検討
●�段ボール荷物の半自動倉庫管理における荷物配置法の検討
●�段ボール荷物の倉庫処理における天井型ロボットの認識処理
●�服飾画像の自動色補正のための画像内色票位置検出の検討

立花研究室
●2重バネ運動のDirectXによる3D表示
●ASPによるWeb上でのグラフ表示
●C#による複素数クラスでの特異点の処理
●XNA Game Studioによる3D動画像表示
●�トカマク装置内極限ロボット映像のDirectXによる3D表示
●ボール投げ運動のDirectXによる3D表示
●位相限定相関による花の識別
●位相限定相関による顔の識別
●魚眼写真を用いたパノラマ写真の合成
●台車付振子運動のDirectXによる3D表示
●膜振動の差分法による解とDirectXによる3D表示
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●膜振動解析解のDirectXによる3D表示

徳弘研究室
●�Juliusを用いた音声操作将棋ゲームの製作と使用感の検証
●�ギャンブルにおけるマルチンゲール法などの攻略法に関

する研究
●�嫌 悪 感を主 題においた3DCGキャラクター および

3DCGアニメーションの作成
●自動車の心地よい排気音の解析と評価実験
●�初心者と経験者の手足を使ったドラム演奏における時間

的揺らぎの計測
●スピーカ音によるワイングラスの破壊に関する研究
●�パンドラギター社製クラシックギターとソナリサーチ社製

ギターボディピックアップの性能評価
●野球の意思決定と捕手の思考に関する研究
●�ライトノベルの文章形態素解析とテキストマイニングに

よる作家・ジャンル識別システム
●周波数シフトによる音楽の効果について

富川研究室
●HaarLike手法に基づく顔向きの判定
●HaarLike手法に基づく顔表情の判定
●ニューラルネットワークを用いた性別の判定
●OpenCVの肌色検出を用いた拡張現実システムの構築
●超音波センサーを用いた拡張現実感アプリケーションの製作
●GAに基づくテンプレートマッチングの検討
●視覚障害者への色情報検出
●画像情報から音への変換
●表色系を用いた特定物体の検出システムの検討

西村研究室
●�タッチパネルを利用した表示領域制御インタフェースの試作
●画面書き込み型e-Learningシステムの提案
●�携帯タッチパネルを利用したバドミントンのラリー記録作

成法の検討
●�視覚障害者の利用を考慮したドラム回転型タッチパネル

インタフェースの提案
●知識処理による手書き宛名書き文字認識の高速化
●�動作認識を利用したスライド操作インタフェースにおけ

る2値化処理法の比較検討
●�動作認識を利用した多人数操作が可能な投影型描画ソフ

トの試作
●動的なwebページとページ内表示情報量に関する検討
●�野球の公式スコア記録作成のためのインタフェースの試作

服部哲研究室
●�オーダーメイドユニフォーム製作におけるメーカー選択

支援システムの提案
●文章生成技術を利用したブログ記事の自動投稿システム

服部元史研究室
●HLSLによる水彩画シェーダ研究開発
●�Mayaのヘア・nCloth を取り入れた3DCGアニメーショ

ンの制作
●キャラクタとゲームバランスの調整と効率化の研究
●�バトミントンの特徴の考察と それを活かしたゲームの考案
●集中力を養うトレーニングゲームの制作
●動きの仕組みを考慮した Rig
●猫の動きをテーマとした 3DCGアニメーションの制作
●複数のカードゲームに適用可能な人工知能の研究

速水研究室
●衣服のコーディネート支援システムの提案
●演習型C言語学習支援システムの提案
●個人の持ち衣服のコーディネート支援システムの提案
●節約の実現を目的とした家計簿システムの提案
●糖尿病における食事療法支援システムの提案
●登山における装備選択サポートシステムの提案
●�ユビキタス性のあるWebアプリケーション認証情報管理

システムの提案
●リアルタイム動画多画面視聴Webアプリケーション
●閲覧履歴の共有による情報検索支援システムの提案

平野研究室
●Arduinoを用いた気象警報システムの開発
●Arduinoを利用したリモートコントロール機器の試作
●Wiiリモコンを使った新しいインターフェイスの提案
●Wiiリモコンを用いたSVGコンテンツの試作
●サッカーの選手個人に注目したデータベースの構築
●画像から音楽を生成するツールの試作
●厚木市の景観色彩に関する提案
●渋滞の履歴を考慮した交通情報閲覧システムの試作
●数独の問題の難易度判定方法の提案
●東京クラブ検索システムの試作
●欲しい小説をお手軽に探せるWebサイトの試作

福井研究室
●CGキャラクタが商品を説明するネットショップの実現

●MAYAで生成する移動物体とモーションブラーの効果
●TV番組表を案内する映像コンテンツの自動生成
●ネットオークションに用いる商品PR番組の自動生成
●プレゼンテーションシミュレータの試作
●映像と音声で乗車経路を案内するシステム
●演劇の自主練習を支援する台本読みシミュレータ
●観戦イメージを提示するチケット購入システム
●注文した料理を一覧表示するセルフオーダー端末
●動画像で誘導する施設の経路案内システム

谷中研究室
●Poserを用いた動画インテグラルフォトグラフィ
●XファイルからのIP画像の直接合成プログラム
●�カメラとプロジェクタを用いた物体検出とCGオブジェク

トの合成
●クロマキーを用いたインテグラルフォトグラフィの合成
●ステレオグラムの立体視個人差測定プログラム
●�フレーザー・ウィルコックス錯視の色依存性検討用システム
●鍵盤楽器の指使い自動作成プログラム
●肌色検出を用いたARオブジェクトの直接操作
●�複数枚画像からの3次元モデル生成システムにおける対

象物検出精度の向上
●民生用3Dデジタルカメラを用いた3次元計測
●裸眼立体視の卓球ゲームへの適用に関する研究

山内�研究室
●ARを用いた薬の用法・用量の提示システムの提案
●�PhotosynthとVirtual Earthを併用した不動産物件情

報コンテンツの作成支援システム

三浦研究室
●日本のヴィジュアル系の分析と今後の展望

山本研究室
●高校生の携帯電話利用に対する教育現場の対応策
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平成21年度就職活動調査（平成22年3月10日現在）

平成21年度訃報
ここに生前のご厚誼に対しまして、深く御礼申し上げますとともに、

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

名 誉 教 授（ 元 応 用 化 学 科 教 授 ）
井 口  昭 洋  様（ 享 年 8 2 歳 ）  

平 成 2 1 年 8月2 2日逝 去

名 誉 教 授（ 元 電 気 工 学 科 教 授 ）
前 川  髙 澄  様（ 享 年 8 6 歳 ） 

平 成 2 1 年 1 1月1 7日逝 去

工 学 部 応 用 化 学 科 教 授 、前 副 学 長
井 川  博 行  様（ 享 年 6 8 歳 ） 

平 成 2 2 年 1月2 1日逝 去

　3月5日、本学を会場に自動車技術会関東支部主催の学術研究講演会が行われました。これ
は将来の自動車に関する技術や研究を担う大学及び企業の若手技術者や研究者を対象に行わ
れるものです。本学からは、自動車システム開学工学科安部正人教授、石井光教教授、遠藤順一
教授、吉田博夫教授、藤澤徹准教授と機械工学科佐
藤智明助教が各講演会の座長を務め、学生講演に
5組、ポスターセッションに2組の学生が参加しまし
た。また、自動車技術会の活性化と産学連携の促
進、そして学生や院生にものづくりの技術に実際に
触れる機会の提供を目的として、企業の技術展示が
併せて行われました。

学生の
躍活Activity

学生の
躍活Activity

平成21年度卒業生大学院進学状況（平成22年3月3日現在）
神奈川工科大学大学院・ 159名
横浜国立大学大学院・・・・2名
東京工業大学大学院・・・・2名
上智大学大学院・・・・・・1名

横浜市立大学大学院・・・・2名
北陸先端科学技術大学院大学・ ・2名
奈良先端科学技術大学院大学・ ・1名
静岡県立大学大学院・・・・2名

　学部4年生の就職内定者を対象に行った就職活動アンケートでは、
就職活動状況とその満足度を調査しています（アンケート回答者は
486名（回収率84.4％））。
　アンケート調査項目の一つである「内定先企業の満足度」では、「満
足している」48.4％、「だいたい満足」45.5％で、昨年に比べ4.4％
減ったものの、厳しい就職環境の中、企業研究をいくつも重ね、諦め
ずに就職試験にチャレンジした結果、93.9％という高い満足度が示
されたと考えています。
内定先企業の満足度

学部計
人数 %

満足している 235 48.4%
だいだい満足 221 45.5%
やや不満足 19 3.9%
不満足 3 0.6%
回答なし 8 1.6%
合　計 486 100%

　コンピュータを利用して制作された音楽作品を対象とした、コンピュータ・ミュージック・コンテスト「第18回 サウンズ
コンテスト ON THE COMPUTER」（主催：大分県情報サービス産業協会）の公開審査・発表会が1月23日、大分市
にて行われ、フリー曲部門において2位と、3位を受賞しました。2位を受賞したのは、前田大輝さん（情報メディア学科3
年）の「F -Fanatic-」、また3位を受賞したのは、中村勇太さん（大学院情報工学専攻博士前期課程2年）の「the sunny 
side holiday」です。
　また、本コンテストの特別ゲストとして、
情報メディア学科黒川真毅准教授が「コン
ピュータミュージックのおもしろさ」と題し
て講演を行いました。

　㈱リコーが主催するプログラミングコンテスト「第2回RICOH ＆ Sun デベロッパーチャレンジ
2009」において、情報工学科3年の加藤裕さんと秋山征己さん（「team melonpan」指導教員：
五百蔵重典准教授）が準グランプリを受賞しました。このコンテストは、複合機上で動作する業務
用のアプリケーションをJavaで開発し、そのアイデアや完成度を競うものです。1次予選では、
有力国立大学チームと競い合い、同一大学からは本学のみという2つのチームが予選を突破しま
した。指導教員の五百蔵准教授は「表彰式後の懇親会の
場で、『グランプリと準グランプリは甲乙つけ難く、どちらを
グランプリにするか票が割れた』とお聞きしました。team 
melonpanは大健闘でした。最終選考にノミネートしたも
う一方のチーム「smile」も多くの審査員から好評をいただ
きました。2チームの健闘は本学の名前が記録と記憶に残
る大会となりました。」と感想を述べました。

「サウンズコンテスト ON THE COMPUTER」にて
情報メディア学科3年生2位、大学院生3位受賞

プログラミングコンテスト
「RICOH ＆ Sun デベロッパーチャレンジ2009」で
情報工学科3年生チームが準グランプリ受賞

　2月4日、少林寺拳法部奨励基金表彰式が行われ、奨励基金規定によ
り、同部所属4年の結城将人さん、早川祈さん、原田侑さん、原のりこさん
が表彰され、顧問の石綿良三教授より表彰状と奨励金が授与されました。

本基金の発起
昭和57年、当時の部員の突然の逝去に伴い、部員一同で葬儀へ参列。その際、同君のご両親より部員全
員分の交通費をいただいて参りました。部員一同は同君の少林寺拳法への志を継ぐために、この交通費
全額を奨励基金の礎としました。

少林寺拳法部奨励基金表彰式

　ウィンターサイエンスキャンプは、先進的な研究に取り組む大学・公的研究機関・民間企業を
会場とした、文部科学省主催の科学技術体験合宿プログラムです。本学では今年も実施会場と
して参加協力をし、12月24日～26日、2泊3日で実施されました。ロボット工学、エレクトロニ
クス、情報工学の分野で「マイコン制御ロ
ボットをつくろう」をテーマに、創造工学部
ホームエレクトロニクス開発学科金井徳兼
教授、自動車システム開発工学科高橋良彦
教授、ロボット・メカトロニクス学科吉野和
芳准教授が講師として指導しました。自律
型ロボットの仕組みを、電子工学や機械工
学などの側面から体験的に学習し、課題を
攻略するロボットの設計製作を通して、問
題解決にチャレンジしました。

高校生のための先進的科学技術体験プログラム

「ウィンターサイエンス
キャンプ」本学で実施

自動車技術会関東支部主催

学術研究講演会、技術展示会

2位の表彰を受ける前田大輝さん 3位のインタビューを受ける中村勇太さん
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KAIT職員
奮闘記
母校で働く面白さと喜び
　縁あって神奈川工科大学に就職した卒業生たち。OBだからわかる
学生の気持ちと、職員になった今だからわかる大学のシステムや教職
員の思いを基盤に、学生本位主義で業務に邁進しています。温かな
眼差しで学生たちを支える彼らの奮闘振りをご紹介いたします。

大学発展とともに	

財務部管財担当部長
久保田 昌彦
　就職課、入試課と担当し、現在は管財課担当です。管財課は今回
のキャンパス再開発事業を含めて、大学全体の施設・設備・建物
の管理や新築プランを担当しています。母校への就職は、本学が
学生気質の変化に合わせてますます大きく発展していってほしい
と思っていたところ、タイミングよく募集があったことによります。
採用いただき、自分も職員として参加しながら、教育研究施設・設
備の充実や、学内サービスの向上など、大学が着実に発展して来れ
たことは大変嬉しいことです。良いタイミングで良い時期に大学
の力になれたと思っています。社会の動きもはやいので引き続き
他の大学に負けないように努力していきたいですね。

大学をPRするのが仕事	
目指すのは愛校心が育つ大学
入試広報部企画広報課担当部長代理
関口 幸三
　出身校に就職することは「野球の指導にも携わる」という自分の希
望を叶えられるだけでなく、後輩指導を通して、大学の発展に対して
貢献もできるので「一石三鳥」くらいの気持ちがありました。学生課
での勤務を経て、現在は入試広報部企画広報課で、全国を回って神
奈川工科大学の魅力や理工系大学の良さを高校生に紹介する仕事
をしています。各地のガイダンスで会った高校生が本学のオープン
キャンパスに来てくれることで、手ごたえややりがいを感じています。
大学をPRするのが仕事ですから、やはり、学生には大学を好きになっ
て卒業して欲しいです。愛校心をもった卒業生になってもらえるよう
な大学作りをしたいと思っています。

年を重ねるごとに感じる	
教育に携わる面白さ
学務部教務課主任
二神 洋二郎
　学生の履修や成績、学籍情報などに関する仕事をしています。
教職員と一緒に働くことを通して、年を重ねるごとに「教育」につい
て知り、この仕事に携わることができて良かったと感じています。
また、学生たちと接することで、精神的に若々しくいられるのも大
学に就職して良かったことの1つです。よく大人が若者に「感謝し
ろ！」と言いますが…、1人の学生のために、本人の知らないところ
で、数多くの教職員が真剣に考え動いてくれていることを知り「感
謝しろ！」の意味がよくわかるようになりました。後輩である在学生
たちには、勉強であれ部活であれ、期間の長短に関わらず「本気で
取組んだ」という思いを味わって卒業して欲しいですね。

もっと活用してもらえる	
キャリア就職センターを目指して
キャリア就職センター係長
領家 訓応
　11年間の社会人野球生活を経て母校に就職、学生の就職に対す
る指導・支援を行なうようになり1年と2ヵ月がたちました。出身校と
いうこともあり、様々な場面で人とのつながりを感じています。また、
キャリア就職センターで働くようになり、就職ガイダンスや企業のセ
ミナーなど就職関連の催し物やイベントの多さに今さらながら、大学
は学生に対して丁寧に就職の指導や支援をして下さっていたのだと
実感しています。在学生には、生きるため、生活するため、就職するた
めの方法の1つとして、もっとセンターを活用してもらえると嬉しい
ですね。課内では自分が一番若いので、積極的に学生に声をかけて、
話しやすい環境作りを目指していきたいと思っています。

就職から丸1年。	
心がけているのは「挨拶」と「気配り」
入試広報部入試課
天貝 正吾
　学生時代は野球部に所属していました。大学職員でもある監督や
コーチが、数多くの在学生と話している姿を見て感じるものがあり、
出身校への就職を選びました。就職後も環境の大きな変化がなく、
学生時代にお世話になった教職員の方もたくさんいるのでとても心
強いです。学生時代は自分が経験した「入試」しか知らなかったので、
仕事を通して、本学の入試のプロセスや入試方式など、改めて入試
全体のことを知り驚いています。また、私は、第一印象を大切に思っ
ていますので、仕事でも特に「挨拶」と「気配り」を心がけています。
オープンキャンパスの手伝いなどの際にも、高校生への対応などで
気配りの大切さを実感しています。

KAIT@Media

鍵盤楽器「クラビーコード」
進化形を完成

自動車システム開発工学科　西口磯春教授

たんぱく質性ナノカプセル
開閉制御が可能に

応用バイオ科学科　小池あゆみ准教授
　14世紀に生まれた鍵盤楽器「クラビーコード」の21世紀版ともいえる進化
形を、自動車システム開発工学科西口研究室が完成させました。鍵盤をたた
くと、透明な音色が室内に染み渡り優しい余韻が残ります。西口研究室で音
響の研究が始まったのは8年前。
クラビーコードを演奏会で使いた
いという音楽家から「音量をもっと
大きくできないか」との相談があ
り、弦を太くして音量アップにつな
げ、木製の枠を金属製に変えるな
ど、音量や調律の難しさを解消し、

「クラビーコード」の進化形完成
に至りました。
　今後、共同研究をした県内の楽
器関連業者が受注方式で生産を
始める予定です。
　新型クラビーコードの写真と西
口教授のインタビューが東京新聞
に掲載されました。

　応用バイオ科学科の
小池あゆみ准教授は、カ
プセルの開閉制御を可
能とするたんぱく質性ナ
ノカプセルを開発しまし
た。「シャペロン」と呼ば
れるたんぱく質を活用し
て、カプセル内に閉じ込
めた物質を、用途に応じ
てカプセル外に放出できるようにしまし
た。半導体や医療、ナノ材料など、企業
などと連携をしての実用化が期待され
ると日刊工業新聞で紹介されました。

日刊工業新聞／
平成21年12月2日掲載東京新聞／平成21年12月7日掲載

メタノール燃料電池が発電効率をアップ
応用化学科　伊熊泰郎教授

　応用化学科の伊熊研究室では、燃料電池の改良と特性評価についての研究を進めています。携帯
電話やノートパソコンなどへの利用が期待されている、メタノール燃料電池（DMFC）の発電効率が、セ
ラミックの反射光による燃料の改質によって、約30％程度改善することが伊熊研究室とタオエンター
プライズとの共同研究で明らかになったことが、フジサンケイビジネスアイで紹介されました。今後は、
安全性や再現性に関する検証を進めて、実用化されればガソリンのハイオク燃料のような位置づけとな
り、DMFCの性能を大幅に向上させることが期待されます。

フジサンケイビジネスアイ／平成21年12月3日掲載
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 「夢の実現プロジェクト」の採択チームでもある、「KWR修理屋」が、（財）ソロ
プチミスト日本財団平成21年度「社会ボランティア賞」青少年の部を受賞し
ました。
　KWR修理屋は、ロボット・メカトロ二クス学科の学生が中心となり、病院な
どから中古品として譲り受けた車椅子を修理し、海外へ贈っている団体と協
力。昨年度はキルギス、タイ、台湾、インドネシアに合計204台を届けました。
それらの活動が顕彰され、今回の受賞につながり、活動と受賞について神奈
川新聞に掲載されました。

ソロプチミスト日本財団
「社会ボランティア賞」受賞

KWR修理屋

「大学野球選手権」日本代表候補に
本学野球部員が選出

硬式野球部

「社会に役立つものづくりを目指して」
ロボット・メカトロ二クス学科

焼成ドロマイトが細菌芽胞殺菌に効果
応用バイオ科学科　菊地幹夫教授　澤井淳准教授

科学番組で実験・競技を指導
自動車システム開発工学科　石綿良三教授

　「第5回FISU大学野球選手権」が、今年8月に日本で初めて
開催されます。全日本大学野球連盟は「日本代表候補選手」の
第一次選考会議を開催し、本学硬式野球部の原口竜二さん（情
報ネットワーク・コミュニケーション学科1年）が選考されました。
選考にあたっては全国26連盟より推薦された多数の選手か
ら、実績、能力等を総合的に評価し、早稲田大学の斎藤祐樹投
手を含め候補選手41名（1年生6名）が決定しました。原口さ
んが選考されたことは、タウンニュースに掲載されました。

　ロボット・メカトロ二クス学科
では「テクノロジーと福祉のか
かわり」をメーンテーマとして、
高齢者や障害のある人々に関
する科学的知識を学ぶととも
に、社会に役立つものづくりを
目指す技術者を育成していま
す。山本研究室で現在も研究
が進められている、介護用「パ
ワーアシストスーツ」の特徴と
これからの課題についてや、前
身の学科から名称が変わり、こ
の春卒業となる第一期生のそ
れぞれの進路などが、神奈川新
聞に紹介されました。

　応用バイオ科学科の菊
地幹夫教授と澤井淳准教
授が、焼成ドロマイトが細
菌芽胞の殺菌にも効果が
あることを突き止めまし
た。食中毒菌の一部には、
増殖に適さない環境では
芽胞になり、増殖に適した
環境になると再び栄養細
胞として発芽し、増殖する
ものがあります。芽胞は
熱、乾燥、放射線、化学薬
剤に対して強く、殺菌が難
しいものでした。これまで
の研究から、焼成ドロマイ
トが栄養細胞に細菌効果
があることは分かっていま
したが、芽胞に対する効果
を発見したのは菊地教授
と澤井准教授が初めてで
す。今後は、食品分野にお
ける新しい抗菌素材として
の利用を研究していくと、
化学工業日報で紹介され
ました。

　自動車システム開発工学科の石綿良三教授が企画、出演した、サイエンス
チャンネル（科学技術振興機構）の番組『サイエンスバトル』があゆチャンネル

（厚木伊勢原ケーブルネットワーク）で放映されました。『サイエンスバトル』
は、全国の小学生から中学生までの生徒たちが、2組に分かれ理科工作物を
作り、性能や成果を競い合う番組です。
　今回のテーマは発泡スチロールを水
中から飛び出させて高さを競い合う「ド
ルフィンジャンプで飛び上がれ！」。石
綿教授は、バトルの仕掛け人として登場
し、生徒らを指導。挑戦した小学生た
ちはこの体験を通じて新たな科学の面
白さを発見しました。

タウンニュース／
平成21年12
月4日掲載

サイエンスチャンネル『サイエンスバトル』／
平成22年1月18日〜1月24日放送

化学工業日報／
平成21年12月9日掲載

神奈川新聞／平成22年2月1日掲載

神奈川新聞／
平成21年12月

30日掲載
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KAIT@Media

TV番組で本学のモバイル学生証が紹介されました

模型鉄道専門誌に作品が紹介される
鉄道模型研究部

太陽エネルギーシンポジウムを開催
太陽エネルギーシステム研究開発センター

第86回箱根駅伝を解説
陸上競技部　碓井哲雄監督

ラジオ番組のコミュニケーションコーナーに出演
KWR修理屋／ロボット制御研究会

「鳥人間コンテスト」書類選考合格
鳥人間プロジェクト神奈川工科大学Birdman Team

　日本のCOOL（かっこいい）を外国人が探りプレゼンテーションし、日本
文化の良さを再発見する番組『COOL JAPAN 発掘！かっこいいニッポン』

（NHKBSハ イ ビ ジョン ）
で、本学の「モバイル学生
証」が紹介されました。番組
の中では、学生が授業の出
席の登録や、食堂での支払
い、図書館で本を借りること
など、モバイル学生証の利
用方法が説明されました。

　鉄道研究室部は毎年、学園祭で作品の公開展示を行っています。今回の展
示のメインは1辺9.3mにも及ぶ巨大なNゲージレイアウトで、日本海沿岸の
北陸・信越・羽越本線を再現。年代を70年〜80年代頃に設定し、蒸気機関車・
国鉄型特急車
輌までさまざま
な車 種を走 行
させて、昨年を
大 幅に上 回る
来場者が見学し
ました。指向を
凝らした作品と
部員の皆さん
が模型鉄道専
門 誌にて紹 介
されました。

　太陽エネルギーを利用した最先端技術の紹介と、普及拡大に向けた可能性
を探るシンポジウムが1月23日に本学で開催され、光と熱エネルギーの仕組
みなどを伝える講演のほか、研究施設の見学が行われました。シンポジウムで
講演した、自動車システム開発工学科の吉田博夫教授は「2050年までに温
室効果ガスを80％削減するには太陽エネルギーの有効利用が鍵を握る」と
話し、床暖房の熱効率向上を図る実験結果を紹介しました。シンポジウム開催
について、神奈川新聞に掲載されました。

　陸上競技部の碓井監督は1月2・3日に行われた第86回東京箱根間往復
大学駅伝競走において、日本テレビの同番組解説者としてテレビ解説を行い
ました。

　NHK横浜放送局「よこはまサウンド♪シャトル」に、本学のサークル団体
「KWR修理屋」と「ロボット制御研究会」の学生合計6名が出演し、サークル
活動を紹介しました。同番組内では、神奈川県内の学生にキャンパス情報や、
大学付近の耳寄り
情報などを紹介して
もらうコミュニケー
ションコーナー「か
なキャン2009」を
設けており、本学は
昨年に続いて2度目
の出演となりました。
今回は夢の実現プロ
ジェクトから2団体が
出演しました。

　2010年度第33回鳥人間コンテスト選手権大会（読売テレビ放送株式会
社）の書類選考会において、「鳥人間プロジェクト〜神奈川工科大学 Birdman 
Team〜」の機体が合格と判定されました。 同団体は、『2009年度夢の実

現プロジェクト』
の エントリー 団
体 で、KAIT工 房
を拠点に製作活
動を行っていま
す。現在は7月開
催予定の大会に
向けて、日々、機
体製作に励んで
います。チ ーム
の活動が、タウン
ニュースで紹介
されました。

NHK 横浜放送局『よこはまサウンド♪シャトル』／平成22年
2月16日放送

NHK BSハイビジョン『COOL JAPAN 発掘！かっこいいニッポン』／
平成22年2月2日・7日放送

『RM　MODELS　3月号』／（発行：ネコ・パブリッシング）

タウンニュース／
平成22年1月15日
掲載

日本テレビ『第86回東京箱根間往復大学駅伝競走』／平成22年1月2日・3日放送

神奈川新聞／
平成22年1月24日掲載
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